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１．記録について

なぜ記録を作成するのか。
記録は、試合の内容を将来のために残すとともに、関係者及び報道関係者に情報を提供するためのものです。

記録は “ 正確性 ” を第一に考えてください。
記入は正確性を期し、得点者が確認をできなかったときには、推量で記入せず、必ず当該者名をベンチなどで確認してください。

記録作成は必ず複数のスタッフで行います。

	記録員－１ ： ジャッジ・メモ要員
	： 試合をよく見て、記録のジャッジ（判断）をします。

	記録員－２ ： 記入要員
	： 記録用紙に記入します。

	記録員－３ ： その他
	： 当該チームから選手をよく知っている人に補助役員として微妙な判断が必要な場合の情報を提供してもらうのも一つの方法です。


２．作業手順

	 １．スケジュール（例）


以下スケジュール表（例）を参考に作業を進めます。
	区分
	キックオフ

との対比
	時刻
	記録作成作業
	関連作業

	試合開始前
	キックオフ　１２０分前
	：
	
	記録席設置

	
	
	
	
	備品準備、情報の確認

	
	キックオフ　８０分前
	：
	
	マネージャーズミーティング

	
	キックオフ　６０分前
	：
	記録用紙へ必要事項記入
	メンバー表受領

	
	
	
	
	インスペクター用紙準備

	
	キックオフ　１５分前
	：
	記録事前準備完了
	

	
	キックオフ　１０分前
	：
	
	記録員スタンバイ

	試合開始
	キックオフ
	：
	自然環境・ピッチ状態記入
	携帯速報　キックオフ入力

	試合中（前半）
	―
	
	前半記録作成
	携帯速報　入力

	
	
	
	
	

	ハーフタイム
	キックオフ　４５分後
	：
	
	

	
	
	
	前半記録の修正
	前半記録の確認

	
	
	
	
	

	
	
	
	選手交代入力
	ハーフタイムの選手交代確認

	
	
	
	
	

	試合中（後半）
	―
	：
	後半記録作成
	携帯速報　入力

	
	
	
	
	

	試合終了後
	キックオフ　１０５分後
	：
	後半記録の修正
	後半記録の確認

	
	
	
	
	携帯速報　試合終了入力

	
	
	
	
	警告理由を審判に確認

	
	
	
	
	学生会場責任者の確認

	
	
	
	（記録訂正がある場合）修正
	

	
	
	
	観客数入力
	理事会場責任者に確認

	
	
	
	主審サイン
	主審の確認

	
	
	
	理事会場責任者サイン
	記録の承認（サイン受領）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	事務所へFAX

	
	
	
	
	コピーし配布

	
	
	
	
	公式記録を運営担当者へ渡す


	２．作業手順


(１) 試合開始前
① 記録席の設置
位置
· 記録を作成するにあたり、記録を作成できる適当な場所を『記録席』として確保してください。

フィールドが隅から隅まで見渡せる場所であること。基本的にフィールド中央の延長線上が望ましい。
空調された室内が理想です。（雨風をしのげるよう、テントや屋根のある場所が適当であると思われます）

設備       ※主催者の判断により設置してください
	・コピー機
	： 公式記録等を複写し、関係者に配布するために使用します。

	・ファクシミリ機
	： 公式記録を関係各所に送信するために使用します。

会場付近で試合終了直後に使用できるファクシミリを確保いただいても結構です。（コンビニエンスストア等）


② 備品準備

以下備品を準備し、作業に備えます。
	備品
	数量
	備考

	用紙
	記録用紙
	２～３
	

	
	メモ用紙
	適宜
	

	筆記用具
	ボールペン
	適宜
	

	
	鉛筆
	適宜
	シャーペンでも可

	
	消しゴム
	適宜
	

	画板
	適宜
	

	望遠鏡
	適宜
	各自準備

	ストップウォッチ
	１
	

	トランシーバー
	適宜
	記録席が運営本部、アナウンスと離れた場所にある場合は必要


③ 情報の確認
概要
	・競技会名称
	： 正式名称 （回数等正確に）

	・期日
	： 年月日、曜日 （キックオフ時間は、正確な時間 “１９：０３” 等）

	・会場
	： 正式名称 （競技会で発表している会場名称）

	・対戦カード
	： 正式名称 （競技会によっては、主催者の判断により略称の場合あり）

	・試合形式
	： 競技時間、延長、（Ｖゴール）ＰＫ方式、交代人数 等


競技役員
	・インスペクター（又は、会場責任者　等）
	： 氏名（フルネーム）を確認

	・審判員
	： 主審、副審、第４の審判員の氏名（フルネーム）を確認


最終確認のサイン記入者
· 記録を作成し、最終的に確認し承認を受ける競技会主催者が指定した特定の個人を確認します。サインがなければ、正式な公式記録とはなりません。

	主審

マッチコミッショナー
	※ 競技会により異なります


④ 会場責任者・審判との打合せ
· 競技会で定められた時刻に、主催者、当該チーム、審判、その他関係者が出席し、マネージャーズミーティング（ユニフォームチェック）が行われます。マネージャーズミーティングの際、以下の内容が決定されますので、確認してください。特に、時計については、秒単位まで合わせておいてください。

	確認事項
	： ユニホームの色 （フィールドプレーヤー・ゴールキーパーのシャツ／ショーツ／ストッキング）
時刻合わせ（時間の確認）

その他


· また、以下の件も合わせて打ち合わせてください。

	打合せ事項
	： 記録の確認方法
	： 審判と記録確認の手順・方法を確認してください。試合終了直後に、警告・退場(選手名、理由)と選手交代を確認するのが標準の手順です。

	
	： サイン受領手順
	： 試合終了後、公式記録の最終確認を頂き、サインを受けるための手順を打ち合わせておいてください。試合終了後の主審等、運営スタッフの居場所と特定しておけると、スムーズな流れとなります。


⑤　メンバー表の受領
· 競技会で定められた時刻に、必要事項が記入された所定のメンバー提出用紙が提出されます。競技会で定められた特定の個人（インスペクター、主審　等）の登録チェック後、受け取ります。

但し、試合開始前までに余裕を持って記入できない時間にメンバー提出用紙が提出される場合は、チェック前に受け取り、チェックにより訂正などが発生した場合は、記入後に修正してください。

⑥ 自然環境・ピッチ状態の確認

· 記録作成上必要な以下自然環境・ピッチ状態を確認します。

	自然環境
	： 天候、風    ※ 試合中の天候状態変化は記録には反映されません。

	ピッチ状態
	： グラウンドレベルに降りて、ピッチ状態（芝の状態、表面の状態）を確認します。
· 試合開始時の状態を記入します。試合中に天候等により変化した場合は記録に反映しません。


⑦ 記録用紙へ必要事項記入

· 上記で確認した内容をサンプルに従い、事前に記入しておきます。

⑧ 記録員スタンバイ

· 試合開始時間の１０分前を目安に、記録要員は記録席にスタンバイします。競技中は席を立たぬよう、事前に用事は済ませておいてください。

(２) 試合中（前半）

① キックオフ
· 試合のキックオフ時間（審判がホイッスルを鳴らした時間 “１９：０３”等）を確認し、記載します。

· キックオフをしたチームの欄を記入します。

② 記録作成
· 別紙サンプルのとおり、前半の部分を作成します。

	シュート

	経過

	ゴールキック

	コーナーキック

	直接・間接フリーキック

	オフサイド

	警告・退場

	交代

	その他


(３) ハーフタイム

① 前半記録の確認
· 警告退場処分の有無。有りの場合は、対象選手・種別・理由について審判に確認します。

· 前半に起こった記録内容で、不明確な部分（得点経過 等）を関係各所に確認しておきます。

② 選手交代の確認
· 後半開始からの選手交代については、できるだけ早く情報を入手し、ハーフタイム中に記入してください。

交代前に予備審判に交代カードを提出しているはずですので、最終的には、予備審判に確認してください。

(４) 試合中（後半）

① 記録作成
· 別紙サンプルのとおり、前半と同様に後半の部分を作成します。

② 観衆数
· 主催者が定めた時間に公式入場者数が発表されますので、記入してください。

(５) 延長戦 ・ ペナルティーキック方式

記録作成
· 別紙サンプルのとおり、前後半と同様に延長の部分及びペナルティーキック方式を作成します。

(６) 試合終了後

① 記録の確認
· 警告退場処分の有無。有りの場合は、対象選手・種別・理由について審判に確認します。

· 後半に起こった記録内容で、不明確な部分（得点経過 等）を関係各所に確認します。

② 記録の承認
· 公式記録の主催者が定めた個人（インスペクター、主審　等）のサインをもらい、承認を受けてください。サインをもらうことで、“正式な公式記録” となります。承認を受ける前に確認を念入りに行って下さい。
· 修正個所があれば、この場で用紙上の記録を手書き修正し、サインをしてもらいます。

· 順番は、『学生会場責任者 → 主審（警告・交代等を確認） → マッチコミッショナー』 です。

③ 公式記録を運営担当者へ提出
· 作成完了した用紙（サインをもらったもの）を運営担当者に提出し、作業は終了となります。

３．記入方法

	基本原則
	 作成するのは、“清書” と “下書き” とし、最終的に完成させるのは清書とします


(１) 署名（サイン）
· 主催者が定めた個人（インスペクター、主審　等）のサインをもらい、承認を受けてください。サインをもらうことで、“正式な公式記録” となります。（他の人の代筆は認められません）

· 修正個所があれば、この場で用紙上の記録を手書き修正し、サインをしてもらいます。

· 順番は、『主審（警告・交代等を確認） → マッチコミッショナー』 です。

(２) 大会名
· 競技会の正式名称を記入します。

	［例］
	“ 第○回 ” （回数）

“ ～大会○○ ” （年号）

“ カタカナ表記 ” か “ アルファベット表記 ” か  等


· また、競技会の状況に応じてトーナメント戦では“○回戦”、リーグ戦では“第○節”等も合わせて記入してください。

(３) 観衆
· 所定の時刻に発表される公式入場者数を記入します。

· 公式入場者数の人数は、主催者が決定します。

(４) 月日
· 競技会開催年月日、曜日を記入します。

(５) 試合開始
· 正確にキックオフされた時刻を記入します。 （予定時刻ではなく、“１９：０３”等分単位で表示します）

(６) 試合時間
· 競技時間（トータルのもの、“９０分” 等）を記入します。

(７) 会場
· 競技場（グラウンド 等）の正式名称を記入します。

	［例］
	誤
駒沢陸上競技場
	→
	正
駒沢オリンピック公園総合運動場陸上競技場


※ 主催者が事前に大会要項、ビジュアル（ポスター、チラシ）等で公表している名称に統一することが望ましい
(８) フィールド
· ピッチの状態（状態・フィールドの表面）を記入します。

	状態
	： 天然芝、 人工芝、 土（全面良芝、良芝、不良等）

	フィールドの表面
	： 乾燥、水含み、水たまり、泥沼、積雪


※ 試合開始時の状態を記入します。試合中に天候等により変化した場合は記録に反映しません。

(９) 条件
· 以下の通り記入します。尚、

	天候
	： 晴、曇、雨、雪

	風
	： 強風、弱風、無風


(10) 競技役員
· 主催者より派遣された競技役員 “マッチコミッショナー・インスペクター” “主審” “副審１” “副審２” “第４の審判員” をフルネームで記入します。

(11) 記録者
· 記録を担当する役員１名をフルネームで記入します。

(12) チーム名
· チーム正式名称（または呼称）を記入します。

※チーム名を正式名称・呼称のいずれかで表記するかは、競技会により統一します

· 対戦カードの左側チームを左側に、右側チームを右側に記入してください。リーグ戦では昨年度の順位。

	［例］
	筑波大学 ＶＳ 順天堂大学 の場合

	
	筑波大学
	－

－

－

－

ＰＫ
	順天堂大学


(13) キックオフ
· チーム名記入欄下の “キックオフ” 欄に前半のキックオフをしたチームに○印をつけます。

(14) ユニホームカラー
· チーム名記入欄の下の “  ／  ／  ” 欄に当該チームのユニホームカラーを記入します。

	［例］
	シャツ：青 、ショーツ：青 、ストッキング：青 の場合

青／青／青


(15) スコア
· 上から “前半” “後半”の順に記入します。また、合計を外側の欄に記入します。

(16) 位置・番号・選手名（フルネーム）
· 以下の通り記入します。

	位置（ポジション）
番号
選手名
	： ＧＫ 、 ＤＦ 、 ＭＦ 、 ＦＷ の４通りで記入
： メンバー提出用紙に準じて記入
： フルネームを記入


(17) シュート
· 選手個人のシュートの表記は経過する時間の合計本数の数字を記入とする。

· シュート数最下欄に “前半” “後半” 欄に合計数を数字で記入し、 チーム合計  の欄にそのチームの合計シュート数を記入します。

(18) 交代
	番号
	： その選手と交代する選手の番号を記入

	時間
	： その選手が退いた時間を記入


(19) リスタート
· “ゴールキック” “コーナーキック” “直接ＦＫ” “間接ＦＫ” “（オフサイド）” “ＰＫ” の欄に数字を記入します。

· 前半・後半の欄にも数字で記入します。

(20) 警告・退場
	時間
	： その選手に警告または退場が出された時間を記入

	番号
	： 警告または退場が出された選手の番号を記入

	選手名
	： 警告または退場が出された選手の氏名をフルネームで記入

	警告Ｃ／退場Ｓ
	： 警告：Ｃ１～８、退場：Ｓ１～６、ＣＳの内から適当な項目を選び記入


(21) 得点経過
· 別紙例に則り、２つ前のプレーを目処に記入する。

４．基準

	 １．公式記録上の「時間」


(１) キックオフ時刻
・公式記録の「日時」の欄に、分単位で表示します。表示は24時間制とします。(例：14：03など)
· 時計は、審判の時計(試合前のミーティングで合わせた関係者時計)に合わせます。
· 正確な時刻とするために、表記上は実際にキックオフされた正確な時刻を明記してください。
(２) 交代、警告・退場、得点の時間
１） 秒単位は　切り上げ　　してカウントします。　　(９０分ゲーム／延長２０分の場合)

　　前　　半　：　　００分００秒　～　　４５分００秒

　　ハーフタイム　：　前半終了　～　後半開始
　　後　　半　：　　４５分００秒　～　　９０分００秒

　　延長前半　：　　９０分００秒　～　　１００分００秒

　　延長後半　：　１００分００秒　～　１１０分００秒

【時刻表記の注意点】

★前半開始００分００秒～０１分００秒までのイベントは、記録には１分として表記します。

★前半ロスタイム(４５分０１秒以降）のイベントは、すべて４５＋１、４５＋２・・・として表記します。

★後半開始４５分００秒～４６分００秒までのイベントは、記録には４６分として表記します。

★後半ロスタイム(９０分０１秒以降)のイベントは、すべて９０＋１、９０＋２・・・として表記します。

· ハーフタイム時の交代はHTとして表記します。

２) 時間の誤差について

　　得点や警告・退場の時間が、主審のメモと異なることがありますが、審判を優先とし計測時間を公式記録に記入してください。

　　
	参 考
	国際試合（ＦＩＦＡ方式等）では．．．

① 分単位で表示します。秒単位は切り上げとなります。
・開始40秒の得点は、１分の得点として記録されます。
② 試合中の時間はランニングタイムで計測します。
・交代、警告・退場の時間が、審判の計測している時間と食い違うことがありますが、計測時間(ランニングタイム)をそのまま公式記録の時間とします。
③ ロスタイムの交代、警告・退場、得点時間は、時間の後に“＋”をつけて表示されます。
・前半46分00秒の記録時間は、“46＋分”となります。


(３) 試合の中断
・雷、強風、アクシデントなどで試合が中断されたときには、時計の計測も中断してください。
· 再開する場合は、主審のホイッスルとともに、中断したときの続きから時間を計測してください。
※但し、飲水や選手の負傷で試合が中断した場合はランニングタイムで行って下さい。
	２．自然環境


(１) フィールド状態
① ピッチの状態（芝・人工芝・土等）の状態、ピッチ表面の状態を分けて記録します。別紙表を参考に基準としてください。   ※ 別紙参照
② 試合開始時の状態を記録します。
· 試合中のピッチ状態の変化、たとえば「乾燥」から「水含み」に変わるなどは、記録に反映させません。

(２) 天候

1 試合開始時の状態を記録します。

・ 試合中の天候状態の変化、たとえば「晴」から「雨」に変わるなどは、記録に反映させません。
	３．シュート


(１) シュートとは
① 攻撃側チームの選手が、直接得点することを目的に、ボールに意図的にプレーした場合、シュートを記録します。
② プレーの意図がシュートであっても、プレーの結果、ボールが大きくゴールを外れた場合、また守備側選手に簡単に防がれた場合は、シュートを記録しません。これはシュートの基準を統一するための措置です。
(２) ボールが大きくゴールを外れた場合
① ペナルティーエリア外でのプレー

	左右 ：
	左右に外れた場合、近くのゴールポストから11メートル程度の外れ方であれば、シュートを記録する(ゴールエリアとペナルティーエリアの中間)。これ以上大きく外れたらシュートを記録しません。

	上方 ：
	【上方】に外れた場合、クロスバーから5メートル程度の外れ方であれば、シュートを記録する(ゴールの上に、さらにゴールをふたつ重ねた高さ＝ゴールの3倍)。これ以上大きく外れたら、シュートを記録しません。

	角度のない場所(コーナーキックなど相手ゴールライン付近)のプレー ：

	
	角度のない場所(コーナーキックなど相手ゴールライン付近)のプレーからのボールについては、ポストまたはバーにボールが当たった場合、及びゴールした場合だけシュートを記録します。


● ペナルティーエリア外からのシュート範囲
2 ペナルティーエリア内でのプレー

	左右 ：
	左右に外れた場合、近くのゴールポストから5.5メートル程度の外れ方であれば、シュートを記録する(ゴールエリア)。これ以上大きく外れたら、シュートを記録しません。

	上方 ：
	上方に外れた場合、クロスバーから2.5メートル程度の外れ方であれば、シュートを記録する(ゴールの上に、さらにゴールをひとつ重ねた高さ＝ゴールの2倍)。これ以上大きく外れたら、シュートを記録しません。

	角度のない場所(コーナーキックなど相手ゴールライン付近)のプレー ：


● ペナルティーエリア内からのシュート範囲
	
	角度のない場所(相手ゴールライン付近)のプレーからのボールについては、左右が大きく外れても、ボールに十分な勢いがあればシュートを記録します。


(３) 守備側選手が簡単に防いだ場合
① ゴールキーパーが防いだ場合
・シュートを記録します。但し、あまりにも緩やかなボールについてはシュートを記録しません。
・攻撃側選手のプレーがペナルティーエリア外でも、ペナルティーエリア内でも、同様です。
② ペナルティーエリア外で、フィールドプレーヤーが防いだ場合
・攻撃側選手が蹴ったボールが、3メートル以内で守備されたら、シュートを記録しません。
・相手ゴール付近の直接FKが、壁に当たった場合、シュートを記録する。(壁までの距離は9.15メートル)
③ ペナルティーエリア内で、フィールドプレーヤーが防いだ場合
・攻撃側選手が蹴ったボールが、至近距離で守備されたら、シュートを記録しません。
(４) シュートによるオフサイド
・選手Aがシュートした。この時、選手Bがオフサイド・ポジションにいて、積極的にプレーにかかわったと判定され、オフサイドとなった。
・この場合、選手Aにシュートを記録して下さい。『シュートがあった、その結果オフサイドになった』と考えます。
	４．オウンゴール


(１) 明らかなオウンゴール以外は、すべて攻撃側選手の得点とします
1 シュートが、守備側選手に当たってコースが変わった場合

・ すべて攻撃側の得点とします。
・ たとえシュートが明らかに枠内に飛んでいない場合でも、得点とします。(攻撃側の「得点しよう」という意図を重視)
・ 守備側選手がクリアを試みる等の意図的にボールに働きかけた場合でも、得点とします。
② 明らかなオウンゴール
・ 明らかにシュートでないボールに、守備側選手が、意図的にプレーした場合。
・ 明らかにシュートでないボールが、偶然、守備側選手に当たった場合。
・ 守備側選手の明白なミス。（バックパスがそのままゴールした等）
③ 微妙なケース
◎攻撃側選手がシュートしたボールが、ゴールポスト(バー)に当たってピッチ内に跳ね返った。このボールが守備側選手に当たってゴールした場合。
 ケース ａ  ゴールキーパーがシュートに対応するためのプレーをしていた場合 ： オウンゴール
→攻撃側選手の得点(2000年度改正)
 ケース ｂ  跳ね返りのボールに、守備側選手が意図的にプレーした場合 ： オウンゴール
 ケース ｃ  跳ね返りのボールが、守備側選手に偶然当たった場合 ： 攻撃側選手の得点
※  守備側チームのゴールに近い地点での間接フリーキック。攻撃側選手の蹴ったボールが、守備側選手に当たってゴールした場合。オウンゴールとし、攻撃側選手にシュートは記録しません。

◎ゴールに近い地点での間接ＦＫ。
 ケース a  攻撃側選手（選手Ａ）の蹴ったシュート性のボールが、他の選手に触れずにシュート基準内の位置へ飛んだ場合 ： 選手Ａにシュートは記録しない、ゴールキックのみ記録する。

 ケース b  攻撃側選手（選手Ａ）の蹴ったシュート性のボールが、他の攻撃選手（選手Ｂ）に触れてゴールした場合 ： 選手Ａにシュートは記録しない、選手Ｂにシュート（得点）を記録する。

 ケース c  攻撃側選手（選手Ａ）の蹴ったシュート性のボールが、守備側選手に触れてゴールした場合 ： 選手Ａにはシュートは記録せず、オウンゴールを記録するのが妥当ですが、会場責任者、主審と協議の上、選手Ａにシュート（得点）を記録してもよい→2001年度改正
(２) 得点者の記録は、主審、運営スタッフにて、十分確認して下さい
・得点者、オウンゴールの最終判断は、マッチコミッショナー（またはそれに代わる役員）が行います。
・オウンゴールがあった場合、記録員は必ず運営スタッフを通じて、マッチコミッショナー（またはそれに代わる役員）や主審に最終確認して下さい。
	５．得点経過


(１) 得点の二つ前のプレーから記録するよう心がけて下さい

(２) 得点経過は、下記の要領で作成して下さい
① 記述の方法
· 得点に到ったプレーを、『位置』＋『選手』＋『プレー』の順に記録していきます。       ※ 別紙参照
・セットプレーが起点となった得点については、『位置』＋『セットプレー』＋『選手』＋『プレー』の順となります。
・得点に至ったシュートの前以外の場所には、[２タッチ以上]、を使用しないでください。
② 位置の記述
・ピッチの横方向を３分割して、右・中央・左と記録します。攻撃側チームから見て、右か、左かを記録します。
・ピッチの縦方向を４分割して、相手陣に近い方から、１、２、３、４と表現します。
・横、縦の組み合わせで、ピッチを12等分して記録します。   ※ 別紙参照
③ 得点経過記録作成のコツ
· 『右、１１番、ドリブル、浮き球、中央－１、９番、ヘディング．．．』とテレビの実況中継のように試合の流れを常時口ずさみながら作業することをお勧めします。

· もしも、得点経過でわからないような点が発生した場合は、チームに直接確認するようにしてください。
④ 得点経過記録作成の注意点
・最後のシュート足(右足、左足)を間違えるケースが多いです。記録席からはっきり確認できなかった場合は、チームや選手にまで確認して下さい。また普段からシュート足をよく見る癖をつけて下さい。
・「鈴木選手の右足シュートのはねかえりを田中選手が左足で決めた」といったケースで、得点経過には鈴木選手のシュートが記述されているにもかかわらず、鈴木選手の個人シュートが記録されていない、といった間違いも頻繁に起こります。
(３) 得点経過記録のサンプル   ※ 別紙参照
	６．ファウル


(１) 記録の方法
・キックの種別により、直接FK、間接FK(オフサイド)、間接FK(その他)、PKを記録します。
(２) 公式記録上のオフサイド表示
· オフサイドをとった数をそれぞれのチームの欄に記入してください。

記入例 ： 筑波大学は８本の間接フリーキックを得ており、その内順天堂大学のオフサイドによるものが４本あったという意味です。
	筑波大学
	
	順天堂大学

	８
	間接ＦＫ
	６

	４
	（オフサイド）
	２


(３)与えられたフリーキックを蹴る前に試合が終わってしまった場合
・前半終了間際や試合終了間際にファウルがあり、FKが与えられたが、それをキックする前に前半(試合)が終了してしまった場合、このファウルは記録しません。
・同様に、終了間際でキックされなかったゴールキック、コーナーキックも、公式記録にカウントしません。
	７．警告・退場


(１) 警告・退場の「理由」一覧
・15種類となっています。  ※別紙参照
(２) ベンチの控え選手が退場処分を受けた場合
· [備考欄]に、記入します。

	記入例 ：
	和文

英文
	： 23分、控え選手 町田  健(東京SC、背番号17)退場処分」

： 23min. Ｋｅｎ MACHIDA (Substitute, Ｔｏｋｙｏ SC, No.17) is sent-off "


(３) ベンチの監督・コーチなどが退席処分を受けた場合
· [備考欄]に、記入します。

	記入例 ：
	和文

英文
	： 18分、稲城 正樹(東京SC、コーチ)退席処分」

： 18min. Ｍａｓａｋｉ INAGI (coach, Ｔｏｋｙｏ SC) is sent-off by the referee.


	８．選手交代


(１) 後半開始からの選手交代は、ハーフタイム中に記入
・公式記録上、ハーフタイム中の交代(=HT)と、後半開始直後の交代(=46分)は、はっきり区別して表示します。
・後半開始からの選手交代は、極力ハーフタイム中に記入して下さい。そのために交代情報をはやめに把握するようにして下さい。チームによってコーチや主務はいち早く情報を入手しているはずです。どの人に聞けば教えて貰えるのかを知ることがポイントになります。最終的には、第4の審判員に確認してください。
(２) 交代選手の組み合わせ
・複数の選手が同時に交代する場合、必ずどの選手がどの選手と交代したのか第4の審判員に提出された交代カードにより確認してください。
(３) 試合途中からフィールドプレーヤーがゴールキーパーとしてプレーした場合
・交代の機会を使い切ってしまったチームのゴールキーパーが退場処分を受けたり、負傷退場したりした場合への対応です。
· [備考欄]に下記の要領で記入して下さい。

	記入例 ：
	退場処分の場合
	和文 ： 78分、GK新宿 悟(東京SC、背番号１)退場処分。以後、目黒 信二(背番号５)がGKとしてプレー

英文 ： 78min. Satoru SHINJYUKU (Ｔｏｋｙｏ SC, No.１) is sent-off, so Shinji MEGURO (No.５) plays as GK.

	
	負傷退場の場合
	和文 ： 78分、GK新宿 悟(東京SC、背番号１)負傷退場。以後、目黒 信二(背番号５)がGKとしてプレー

英文 ： 78min. Satoru SHINJYUKU (Ｔｏｋｙｏ SC, No.１) is injured, so Shinji MEGURO (No.５) plays as GK.


	９．記入サンプル


フィールドの状態
	状態
	判定基準

	芝
	全面良芝（土）
	芝がフィールド全体を覆っている

ピッチが平である
	但し、ＧＫの立ち位置だけ土が露出している場合は、全面良芝とする。

	人工芝
	良芝（土）
	土が露出している部分がある

ピッチが多少凸凹している
	

	土
	不良
	土が露出している部分が２０％以上ある

ピッチが荒れている
	

	※競技場に失礼のないようにするため不良はつけないこと。


フィールドの表面
	表面
	判定基準

	乾燥
	表面が乾燥している（濡れていない）

	水含み
	雨、雪、霧などで、表面が濡れている

	水たまり
	雨、雪、霧などで、ピッチ内に水たまりが出来ている

	泥沼
	ピッチが泥沼のようになっている

	積雪
	ピッチに雪が積もっている


風の状態

	表　　記　　名
	判　　　定　　　基　　　準

	無　　　　風
	旗がなびいていない

	弱　　　　風
	旗が弱くなびいている

	強　　　　風
	旗が強くなびいている、ボールに影響がある


警告・退場の理由一覧
	区分
	表記
	理由
	備考

	警告 ： Ｃ
	Ｃ１
	反スポーツ的行為
	不正な行為／策略的な行為（意図的なハンド等）／スポーツマンらしくない行為（観客への無礼な仕種）

	
	Ｃ２
	ラフプレイ
	危険な行為

	
	Ｃ３
	異議
	言葉または行動によって異議を示す／主審、副審の判定に対する非難、抗議等／主審、副審、他の競技者、その試合に立ち会っている人々に対する非難

	
	Ｃ４
	繰り返しの違反
	反則行為（繰り返し競技規則に違反する）

	
	Ｃ５
	遅延行為
	策略的な行為（プレーの再開を遅らせる）

	
	Ｃ６
	距離
	策略的な行為（コーナーキック、又はフリーキックでプレーを再開するとき、規定の距離を守らない）

	
	Ｃ７
	無許可入
	主審の承認を得ずにフィールドに入る、又は復帰する

	
	Ｃ８
	無許可去
	主審の承認を得ずに意図的にフィールドから離れる

	退場 ： Ｓ
	Ｓ１
	著しい不正なプレイ
	著しい反則行為　

	
	Ｓ２
	乱暴な行為
	他の競技者、主審及び副審・第4の審判員、チーム役員、その試合に立ち会っている人々に対するに著しく乱暴な行為を犯す（乱闘・喧嘩等）　

	
	Ｓ３
	つば吐き
	他の競技者、主審及び副審・第4の審判員、チーム役員、その試合に立ち会っている人々に対してつばを吐く

	
	Ｓ４
	得点機会阻止（手）
	競技者が意図的に手でボールを扱って、相手チームの得点、あるいは決定的な得点の機会を阻止する

	
	Ｓ５
	得点機会阻止（他）
	フリーキックあるいはペナルティーキックとなる違反

で、ゴールに向かっている相手競技者の決定的な

得点の機会を阻止する

	
	Ｓ６
	暴言
	他の競技者、主審及び副審・第4の審判員、チーム

役員、その試合に立ち会っている人々に対して攻撃

的な、侮辱的な、あるいは口汚い発言をする

	
	ＣＳ
	警告２回
	警告を与えられた後さらに不正な行為を繰り返す、策略的な行為を繰り返す


時間表示例　　※　90分
	実時間
	分単位計時
	備考

	
	大学サッカー
	

	前半 
	０：００
	－
	

	
	０：０１
	1分
	

	
	１：００
	1分
	

	
	１：０１
	2分
	

	
	２５：４２
	26分
	

	
	４４：５９
	45分
	

	
	４５：００
	45分
	

	
	４7：１７
	45＋3分
	ロスタイム

	
	ハーフタイム
	ＨＴ
	ハーフタイム

	後半
	０：０１
	46分
	

	
	１：００
	46分
	

	
	１：０１
	47分
	

	
	２５：４２
	71分
	

	
	４４：５９
	90分
	

	
	４５：００
	90分
	

	
	４５：０１
	90+1分
	ロスタイム

	
	４８：１７
	90+4分
	


得点経過 記号例
	区分
	表記
	説明

	位置
	左－１
	図を参照

	
	左－２
	図を参照

	
	左－３
	図を参照

	
	左－４
	図を参照

	
	中央－１
	図を参照

	
	中央－２
	図を参照

	
	中央－３
	図を参照

	
	中央－４
	図を参照

	
	右－１
	図を参照

	
	右－２
	図を参照

	
	右－３
	図を参照

	
	右－４
	図を参照

	セットプレー等
	直ＦＫ
	直接フリーキック

	
	間ＦＫ
	間接フリーキック

	
	ドロップ
	ドロップボール

	
	ＰＫ
	ペナルティーキック

	
	左ＣＫ
	攻撃側からみて左サイドからのコーナーキック

	
	右ＣＫ
	攻撃側からみて右サイドからのコーナーキック

	
	ＧＫ
	ゴールキック

	
	スローイン
	スローイン

	
	こぼれ球
	こぼれ球

	
	混戦
	相手選手との攻防が２タッチ以上続いた場合

	
	ポスト
	ゴールポストに当たった跳ね返り

	
	バー
	ゴールバーに当たった跳ね返り

	プレー
	２タッチ以上
	シュートを含む、ドリブルにならない複数回のボールタッチ。
（※得点者がプレーした場合のみ記載）

	
	～
	ドリブル

	
	→
	グラウンダーのパス

	
	↑
	浮き球のパス

	
	Ｈ
	ヘディング（パス　※「H」の後には「↑・→」をつけること）

	
	カット
	カットプレー

	
	スルー
	スルー（※スルーをした選手にアシストはつかない）

	
	クリア
	守備側プレーヤーのクリア

	
	左足Ｓ
	左足でのシュート

	
	右足Ｓ
	右足でのシュート

	
	ＨＳ
	ヘディングシュート

	
	Ｓ
	足、頭以外の部分でのシュート

	
	オウンゴール
	守備側プレーヤーによる得点（オウンゴール）

	プレーヤー
	（数字）
	攻撃側プレーヤーの番号

	
	相手ＦＰ
	相手チームのフィールドプレーヤー

	
	相手ＧＫ
	相手チームのゴールキーパー


優先順位

1 位置・・・「中央」／「右」／「左」　※位置によって異なる
2 セットプレー・・・「右/左ＣＫ」／「直ＦＫ」／「間ＦＫ」／「スローイン」

「ＰＫ」／「ＧＫ」（ＰＫとＧＫの位置は記入しなくて良い）

　　　　　　　　　　　　　※ドロップボールは「ドロップ」　　　　

3 選手・・・得点チーム「背番号を記載」

　　　　　得点を受けたチーム「ポジションを記載（相手ＧＫ・相手ＦＰ＝フィールド選手１０名）」

4 プレー・・・「～（ドリブル）」／「↑（１Ｍ以上浮き球パス）」／「→（１Ｍ未満グラウンダーパス）」

　　　　　　　　　　「Ｈ（ヘディングパス）」

「クリア（相手選手が行ったプレーでクリアまたパスを行った場合）」

「カット（相手選手が行ったドリブル、パスを阻止した場合）」

「混戦（相手選手とのプレーの攻防が２タッチ以上（２つのプレー）続いた場合）」

5 シュート・・・「右足Ｓ」／「左足Ｓ」／「ＨＳ」／「Ｓ（膝から胸までのシュート）」

6 シュート後・・・相手ＧＫ・ＦＰが防いだ場合「相手ＧＫ・ＦＰ」＋「こぼれ球」

　　　　　　　　　　ポストやバーが防いだ場合「ポスト」／「バー」とする

※相手選手のパスをカットした場合
　ex）「中央-２」＋「相手ＦＰ」＋「→」＋「１０」＋「カット」＋「～」＋「中央-１」＋「右足Ｓ」

※相手選手のドリブルをカットした場合

　ex）「右-２」＋「相手ＦＰ」＋「～」＋「１０」＋「カット」＋「→」＋「中央-１」＋「９」＋「ＨＳ」

※ドリブルで「中央-２」から「中央-１」に行った場合次のケースで書く
         ex)「中央-２」＋「８」＋「～」＋「中央-１」＋「↑」＋「１０」＋「ＨＳ」

　　　　　　※スローインの場合
　　　　　　　ex)「右-２」＋「スローイン」＋「５」＋「↑」＋「中央-１」＋「９」＋「ＨＳ」

　　　　　　注意①）アシストのつくケース

· 有り・・・「中央-２」＋「７」＋「～」＋「→」＋「中央-１」＋「９」＋「２タッチ以上」＋「右足S」

· 無し・・・「中央-２」＋「７」＋「～」＋「→」＋「中央-１」＋「９」＋「～」＋「右足S」

　　　　　　

得点経過の位置

得点経過サンプル
	①
	左－２
	１０
	～
	→
	中央－２
	８
	右足Ｓ
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	②
	右ＣＫ
	２０
	↑
	中央－１
	９
	ＨＳ
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	③
	ＰＫ
	１０
	右足Ｓ
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	④
	中央－３
	８
	↑
	中央－１
	１０
	スルー
	１１
	～
	右足S
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑤
	右－１
	スローイン
	７
	↑
	中央－１
	１０
	～
	左足Ｓ
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑥
	右－１
	間ＦＫ
	６
	↑
	中央－１
	相手ＧＫ
	クリア
	１５
	ＨＳ
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑦
	中央－１
	直ＦＫ
	１１
	左足Ｓ
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑧
	左－２
	１０
	～
	→
	中央－２
	８
	２タッチ以上
	右足Ｓ
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑨
	中央－３
	　７
	～
	中央－２
	　→
	中央－１
	９
	～
	右足Ｓ
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１０．アシストの概念


（1）アシストは決定的な得点機会を演出するパスを示す。
攻撃方向





右－１





右－２





右－３





右－４





左－１





左－２





左－３





左－４





中央－１





中央－２





中央－３





中央－４





正








